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1. はじめに

本書は、RTミドルウェア上で動作するRTコンポーネント「視覚入力コンポーネント」の使い方について説明します。

2. 概要

視覚入力コンポーネントは、USBカメラより画像を取得し、取得時間情報を付加して出力します。

3. 動作環境

視覚入力コンポーネントの動作環境を示します。

	OS
	Microsoft Windows XP SP 3

	使用ライブラリ
	・OpenRTM-aist-1.0.0-RELEASE
・VC++ 2008 Express Edition

・DirectX SDK   August 2007

・Windows SDK　Ver.6.0

・OpenCV2.1（テストコンポーネントにて使用） 


表 1　動作環境

動作検証に使用したUSBカメラを示します。

	メーカ
	Logicool

	型番
	Qcam Orbit AF


表 2　USBカメラ詳細

4. 制限事項
　視覚入力コンポーネントの制限事項は以下となっております。

· OpenCVは、OpenCV-2.1.0-win32-vs2008.exe にて動作を確認しています。

URL：http://sourceforge.net/projects/opencvlibrary/files/opencv-win/2.1/
（2010/09/13 現在）

5. 視覚入力コンポーネントの使用方法

本章では、視覚入力コンポーネントの使用方法をテストコンポーネントを使って示します。
5.1. コンポーネントの起動

各コンポーネントの起動方法を説明します。なお、あらかじめPCにUSBカメラを接続しておいてください。

1) コンポーネントの起動準備

各コンポーネントおよびライブラリを『図１ コンポーネント　ディレクトリ構成図』のように配置し、各コンポーネントは、【任意のディレクトリ】から起動してください。

図 1　コンポーネント　ディレクトリ構成図

2) 接続

RTSystemEditorを起動し、各コンポーネントを次の図のように接続します。
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図 2　コンポーネント接続図

3) 起動・設定

RTSystemEditorの右クリックメニューからAll Activateを選択します。
5.2. コンポーネントの実行

コンポーネントが実行されると、視覚入力コンポーネント『InUSBCameraComp』によって取得された画像と、画像表示コンポーネント『ImageViewComp』が受け取った画像が表示されます。

以上










【任意のディレクトリ】


├ InUSBCamera	Comp		視覚入力コンポーネント


｜


├ M221TimeServerComp		時間管理コンポーネント


｜


├ ImageViewComp		画像表示コンポーネント


｜


├ rtc.conf			コンフィグファイル


｜


├ cv210.dll			OpenCV　ライブラリ（OpenCVに付属）


├ cxcore210.dll			OpenCV　ライブラリ（OpenCVに付属）


└ highgui210.dll			OpenCV　ライブラリ（OpenCVに付属）
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